
第7号(1)昭和62年6月1日   本 高 岡 窓 会 報



昭和62年6月1日   本 高 岡 窓 会 報 第7号  (2)

母
校
は
文
句
な
し
に
懐
し
い
。

青
春
時
代
の
思
い
出
で
つ
な
が

り

て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、

年
を
と
っ
て
、
気
持
の
上
で

一
層

結
び
つ
き
を
感
じ
る
よ
う
に
な

っ

た
せ
い
か
、
母
校
に
関
す
る
ち
ょ

っ
と
し
た
風
評
も
気
に
な

っ
た
り

す
る
。

こ
の
春
、
旧
制
本
中
時
代
の
同

級
生
が
集
ま

っ
た
際
、
た
ま
た
ま

母
校
の
現
況
が
話
題
に
な

っ
た
。

現
役
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
で
も
あ
る
Ａ

君
が
最
近
の
進
学
状
況
を
説
明
し

た
と
こ
ろ
、
仲
間
の
ほ
と
ん
ど
が

顔
を
曇
ら
せ
た
。
中
に
は
あ
か
ら

さ
ま
に
失
望

・
不
満
の
声
を
発
す

る
も
の
も
あ

っ
た
。

旧
制
本
中
が
創
立
さ
れ
た
大
正

十

一
年
当
時
、
埼
玉
県
下
に
は
県

立
中
学
校
が
四
般
、
私
立
中
学
校

が

一
綾
し
か
な
く
、
母
校
は
県
北

の
エ
リ
ー
ト
校
と
し
て
、
人
材
を

要
の
如
く
輩
出
し
て
き
た
。
そ
の

校
風
と
歴
史
と
伝
統
が
、
わ
た
し

た
ち
卒
業
生
の
プ
ラ
イ
ド
を
支
え

て
き
た
。
そ
れ
が
い
ま
、
崩
れ
だ

し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

学
区
制
や
偏
差
値
教
育
の
し
わ

Ｏ
Ｂ
か
ら
の
注
文

よ
せ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
岡
窓
会
と
学
校

側
と
の
不
協
和
替
な
ど
、
母
校
の

地
盤
沈
下
を
も
た
ら
し
た
原
因
や

背
景
も
い
ろ
い
ろ
話
に
出
た
。
同

憶
す
べ
き
事
情
も
ヤ
分
あ
る
よ
う

だ
が
、
し
か
し

「
と
も
か
く
先
生

方
に
指
導
性
を
発
揮
し
て
も
ら
い

現
状
打
開
す
る
の
が
第

Ｊ

と
い

う
の
が
、
仲
間
た
ち
の
声
で
あ

っ

た
。現

状
打
開
と
ひ
と
口
に
い
っ
て

も
、
実
際
に
は
む
づ
か
し
い
こ
と

だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
進
学
だ
け

の
問
題
で
は
な
い
し
、
ス
ポ
ー
ツ

面
で
本
高
の
評
判
を
高
め
て
も
ら

っ
て
も
結
構
だ
。
地
元
に
卒
業
生

は
た
く
さ
ん
い
る
の
だ
か
ら
、
そ

の
協
力

一
参
加
を
得
ら
れ
る
よ
う

な
学
校
行
事
を
考
え
出
す
な
り
、

消
え
て
し
ま

っ
た
い
い
伝
統
行
事

を
復
活
さ
せ
る
な
ど
、
本
高
と
地

元
の
市
民
と
の
交
流
を
深
め
る
工

夫
や
努
力
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

例
え
ば
、
わ
た
し
た
ち
の
時
代

の
行
事
、
軽
井
沢
ま
で
の
六
十
四

辞
の
″剛
健
行
軍

。々
六
十
才
近
い

わ
れ
わ
れ
の
仲
間
は
、
そ
れ
が
懐

し
く
な

っ
て
、
昨
年
十
数
人
が
熊 竹

内

善

昭

（本
中
２２
回
卒
）

の
平
か
ら
軽
井
沢
ま
で
歩

い
た
も

の
で
あ
る
。
今
年
も
近
く
実
施
し

よ
う
と
計
画
を
進
め
て
い
る
。

し
か
し
、
す」う
し
た
行
事
は
現

役
の
後
輩
に
引
き
つ
が
れ
て
こ
そ

伝
統
と
し
て
根
づ

い
て
い
く
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
、

″継
承
の
努
力
″
が
な
く
て
は
、

「才
月
あ
れ
ど
も
伝
統
な
し
」
の

魅
力
の
な
い
高
校
に
な
り
下
が

っ

て
し
ま
う
だ
け
だ
。
伝
統
も
校
風

も

一
朝

一
夕
で
は
つ
く
ら
れ
な
い
。

も
し
、

「伝
統
と
は
今
に
生
き

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
な
ら
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト

を
現
役
が
大
事
に
し
て
、
男
女
共

学
の
い
ま
の
本
高
に
ふ
さ
わ
し
い

行
事
や
綾
風
に
様
変
わ
り
し
て
、

継
承
し
て
い
っ
た
ら
い
い
。

そ
し

て
、
で
き
れ
ば
Ｐ
Ｔ
Ａ
や

同
窓
会
の
メ
ン
バ
ー
も

一
緒
に
参

加
し
て
、
楽
し
み
た
い
も
の
だ
。

共
通
の
体
験
を
経
て
、
は
じ
め

て
先
輩

・
後
輩
の
心
の
た
て
糸
が

結
ば
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（筆
者
は
早
大
卒

・
前
毎
日
新

聞
論
説
委
員

・
本
産
市
小
島
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四
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を
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教
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岡
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史
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茂
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枝

長

音
同
　

山

本
年
は
創
立
６５
周
年
に
当
た
り
、

輝
か
し
い
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、　
一

層
の
発
展
を
期
さ
ね
ば
と
考
え
る

今
日
で
あ
る
。
本

品
生
は
誇
り
を

持
ち
、
高
校
生
ら
し
く
、
明
る
く

活
動
的
な
生
活
を
送

っ
て
い
る
。

し
か
し
、
進
学
に
つ
い
て
気
力
の

乏
し
い
者
が
若
干
お
り
、
そ
れ
が

結
果
と
な

っ
て
現
わ
れ
て
い
る
。

猛
徳
を
促
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。近

年
、
多
ぐ
の
方
々
の
関
心
事

は
卒
業
生
の
進
路
状
況
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
昭
和
６．
年
度
の
進
路
の

概
要
を
述
べ
て
み
る
。
国
公
立
大

・２
名
、
私
大
２‐５
名

（共
に
浪
人
含

む
）
、
短
大
４９
名

（現
役
）
、
幕

修

・
専
門
学
校
７３
名
、
公
務
員
、

私
企
業
等
独
名
と
い
う
状
況
で
、

か
な
り
の
浪
人
が
い
る
こ
と
に
な

る
。
来
春
を
期
待
し
て
い
る
。

学
校
と
し
て
は
、
進
路
対
策
と

し
て
、

「進
路
の
し
お
り
」
再
構

成
発
行
、
進
路
情
報
の
提
供
、
相

談
、
模
試
の
増
加
、
こ
れ
へ
の
積

極
的
な
参
加
を
求
め
ム
ー
ド
作
り

に
励
ん
で
い
る
。
平
素
の
援
業
の

重
視
と
、
受
験
勉
強
の
推
進
、
早

期
に
目
標
を
立
て
努
力
す
る
こ
と

を
願

っ
て
い
る
。
今
後
の
成
果
を

期
待
し
て
い
る
。
な
お
、
優
秀
な

中
卒
者
は
必
ず
本
高

へ
向
け
て
下

さ
る
こ
と
が
、
本
高
の
活
性
化
に

な
る
の
で
ご
支
援
を
願
い
ま
す
。

進

路

状

況

〈国
公
立
大
学
〉

茨
城
２
　
群
馬
４

埼
玉
１
　
広

島
１
　
一晟
崎
経
済
２
　
群
馬
県
立

女
子
１
　
静
岡
県
立
１

〈私
立
大
学
〉

青
山
学
院
４
　
跡
見
学
園
女
子
２

学
習
院
３
　
神
奈
川
ユ
　
関
西
外

語
１
　
関
東
学
院
２
　
北
里
１

京
都
産
業
１
　
慶
応
ユ
　
エ
学
院

６
　
神
戸
女
子
１
　
国
学
院
２

圏
士
館
１
　
駒
沢
８
　
産
業
能
率

２
　
実
践
女
子
１
　
淑
徳
１
　
女

子
栄
養
２
　
城
西
乾
　
上
智
２

昭
和
女
子
１
　
昭
和
薬
科
１
　
専

修
１
　
創
価
１
　
大
正
ユ
　
大
東

文
化
２３
　
拓
殖
１
　
玉
川
１
　
多

摩
業
術
１
　
中
央
４
　
鶴
見
２

帝
京
４
　
東
海
６
　
東
京
音
楽
１

東
京
客
政
学
焼
１
　
東
京
経
済
５

東
京
工
科
１
　
東
京
工
芸
１
　
東

京
国
際
４
　
東
京
電
機
６
　
東
北

薬
科
１
　
東
洋
２．
　
独
協
２
　
一
一

松
学
会
１
　
日
本
２６
　
出
本
歯
科

１
　
日
本
女
子
１
　
日
本
福
祉
２

文
化
女
Ｆ
２
　
文
教
１
　
フ
ェ
リ

ス
女
学
院
１
　
法
政
８
　
武
蔵
２

武
蔵
工
業
２
　
武
蔵
野
女
子
１

武
蔵
野
業
術
１
　
明
治
８
　
明
治

学
院
３
　
明
治
薬
科
１
　
立
教
１

立
正
３
　
早
稲
問
２
　
和
洋
女
子

〈短
期
大
学
〉

群
馬
医
療
技
術
１
　
茨
城
大
工
業

１
　
跡
見
学
圏
女
子
２
　
宇
都
宙

１
　
大
妻
女
子
Ｉ
　
学
習
院
女
芋

１
　
共
栄
学
園
ユ
　
共
立
女
子
１

圏
学
院
栃
本
ユ
　
国
際
学
院
埼
玉

１
　
埼
玉
純
真
女
子
３
　
淑
徳
１

尚
美
学
園
ユ
　
曜
和
女
子
１
　
笑

践
女
子
二
　
十
文
字
挙
園
女
子
８

女
子
聖
学
院
２
　
城
西
大
女
子
４

土
浦
女
子
２
　
東
京
家
政
３
　
束

京
成
徳
１
　
東
邦
音
楽
１
　
東
洋

女
子
１
　
東
洋
大
学
２
　
東
横
学

園
女
子
１
　
新
島
学
園
１
　
日
本

経
済
１
　
文
化
女
子
１
　
文
京
女

子
１
　
目
白
学
園
女
子
３
　
立
正

大
学
２〈尊

修

・専
門
学
校
〉

神
奈
川
県
立
平
塚
看
護
１
　
県
立

益
白同等
霊
護
２

傾寄
一南
一申倒等
看

護
４
　
県
立
養
譲
教
諭
義
成
１

東
京
都
練
馬
高
等
保
育
１
　
都
立

板
橋
看
護
１
　
阿
佐

ヶ
谷
美
術
１

大
営
赤
■
学
看
護
２
　
神
開
外
語

３
　
桑
沢
デ
ザ
イ

ン
ー
　
国
際
医

療
管
理
１
　
圃
土
建
設
１
　
埼
玉

歯
科
衛
生
５
　
埼
玉
電
予
工
３

鈴
木
服
飾
１
　
第
ｉ
東
京
観
光
１

高
崎
ス
タ
ー
ル
オ
ブ
ビ
ジ

本ヽ
ス
ー

中
央
工
３
　
千
代
田
正
科

１
　
千

代
脚
工
科
芸
術
１
　
帝
京
医
学
技

術
１
　
東
京
愛
犬
高
等
美
容
１

東
京
医
学
技
術
１
　
東
京
音
楽
音

響
ビ
ジ
ネ
ス
ー
　
束
ポ
会
計
４

東
京
工
学
院
１
　
東
京

コ
ン
セ
ル

ヴ
ア
ト
▼
―
ル
尚
業
１
　
東
京

ス

ク
ー
ル
オ
ブ
ビ
ジ
ネ
ス
ー
　
基

基

デ
ザ
イ
ナ
１
１
　
東
京
デ
ザ
イ

ン

ー
　
東
京
電
子
１
　
東
京

マ
ッ
ク

ス
美
容
１
　
東
京
理
容
美
容

１

田
大
歯
学
部
付
属
歯
科
衛
生
１

日
本

ニ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
ー
　

！

日
本
外
国
語
１
　
日
本
建
築
１

日
本
工
学
院
２
　
日
本
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
ー
　
日
本
電
子
１
　
華
服

飾

１
　
バ
ン
タ
ン
デ
ザ
イ

ン
ー

パ
ン
パ
シ
フ
ィ

ッ
ク
イ

ン
ス
テ
ィ

チ

ュ
ー
ト
５
　
束
脱
本
会
計
１

文
化
服
装
学
院
３
　
武
蔵
野
調
理

師

ｌ
　
山
日
文
化
服
装
１
　
早
稲

田
電
子
１〈就

　
職
〉

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ァ
リ

ン
ブ
シ
ス
テ
ム
２
　
埼
玉
銀
行
２

資
生
堂
１
　
一品
島
屋
ユ
　
埼
玉
日

本
電
気
１
　
日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ー

東
京
電
力
２
　
黄
武
鉄
遣
１
　
富

士
電
気
１
　
国
家
公
務
員
９

整酪
　
一生Ｈ

す
で
に
終
身
会
費
を
納
入
い
た

だ
い
た
方
で
も
昭
和
四
十
四
年
卒

か
ら
昭
和
五
十
二
年
卒

（高
２．
～

高
３。
卒
、
定
２。
～
定
２９
卒
）
の
方

方
に

「郵
便
援
替
用
紙
」
が
同
封

さ
れ
ま
す
の
で
払
込
ま
な
い
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

掛
　
報

長
年
母
校
の
同
窓
会
担
当
係
で

本
会
の
監
事
を
務
め
ら
れ
て
お
ら

れ
た
山
本
厚
生
先
生
に
は
去
る
四

月
二
十

一
日
ご
逝
去
な
さ
れ
ま
し

た
。
生
前
の
本
会
に
対
す
る
ご
尽

力
に
感
謝
し
、
謹
ん
で
ご
冥
相
を

お
新
り
致
し
ま
す
。

編
集
後
記

ｏ
新
町
支
部
誕
生

新
町
在
住
の
恩
師
富
沢
　
温
、

野
目
久
音
両
先
生
並
び
に
地
元
有

志
の
方
々
の
ご
尽
力
に
よ
り
去
る

五
月
九
日
の
新
町
公
民
館
に
お
い

て
盛
大
に
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ

山
田
住

一
氏

（旧
中
十
四
回
）
が

支
部
長
に
選
出
さ
れ
た
。
会
員
数

約
二
〇
〇
名
の
大
世
帯
で
す
。

今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

ｏ
本
座
市
況
玉
郡
中

・
小
学
校
教

機
員
支
部
誕
生
予
定

去
る
四
月
五
や
日
、
出
中
　
清

（旧
中
二
十
二
回
）
、
卜
部
義
典

（高

一
回
）
両
氏
が
発
起
人
代
表

一
一

と
な
り
、
支
部
結
成
を
呼
び
掛
け

ま
す
々
予
な失
奮
容
一〇
〇
名
余
。

〇
六
十
五
周
年
記
念
講
演
会
を
十

月
下
旬
に
開
催
予
定
。
現
在
講
師

選
考
を
進
め
て
い
ま
す
。

Ｏ
次
国
人
号
は
十

一
月
発
行
予
塩

代表取締役 関 田 雅 之 (高3)

本座市日の出2-1-46・ TEL 21-201α 側

紙鋭 関 田 組内野歯科 医院
院長 内 野日召ノR貴い(高4)

本座市大学傍示堂518・
rrEL 22-2817
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親
愛
な
る
岡
窓
生
の
皆
様
、
平
素
本
高
周
窓
会
の
為
に
多
大

の
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
達
は
同
窓
会

の
本
旨
に
則
り
母
綾
へ
の
寄
与
貢
献
と
会
員
相
互
の
親
睦
向
上

を
念
願
し
努
力
致
し
て
お
り
ま
す
。
同
窓
会
活
動
を
円
滑
に
推

進
す
る
土
で
一
番
大
事
な
こ
と
は
御
案
内
の
通
り
財
源
の
確
保

で
あ
り
ま
す
。
幾
多
の
事
業
を
遂
行
し
よ
う
と
思
う
と
、
相
当

の
基
礎
財
源
を
必
要
と
し
ま
す
。
本
高
岡
窓
会
で
は
年
会
費
、

金
壱
千
円
也
と
入
会
金
、
念
式
千
円
也
、
そ
れ
に
終
身
会
費
金

壱
方
円
也
と
、
特
別
寄
付
金
、
其
の
他
で
財
源
を
賄
っ
て
お
り

ま
す
。
終
身
会
費
納
入
制
度
は
昭
和
五
捨
年
持
田
前
会
長
の
時

代
に
総
会
の
議
決
承
認
を
得
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
約
千

余
名
の
納
入
者
が
お
り
ま
す
。
終
身
会
費
納
入
者
に
は
、
金
壱

万
円
也
の
ご
拠
出
で
そ
の
後
の
年
会
費
は
終
身
不
要
で
す
。
尚
、

同
窓
会
本
部
の
終
身
会
貸
納
入
者
ご
芳
名
簿
に
そ
の
名
を
記
載

し
て
、
永
久
に
そ
の
ご
高
志
を
称
え
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
上
、
同
窓
会
報
の
発
送
や
、
総
会
其
の
他
の
ご
連
絡
を
優

先
的
に
致
し
ま
す
。
何
卒
、
同
窓
会
発
展
の
た
め
倍
旧
の
ご
支

援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

終
身
会
費
ご
納
入
の
際
に
は
左
記
田
座
に
ご
入
金
下
さ
い
。

郵
便
局
振
込
口
座
番
号
東
京
エ
ー
一
八
七
〇
二
〇
、
又
は
埼

玉
銀
行
普
通
預
金
田
座
番
号
本
庄
一
人
九
―
一
〇
七
七
七
工

本
高
同
窓
会
役
員

一
同

熱
穀
納
入
者
芳
名

０

（６‐
．
１２
・
４
～
６２
・
３
・
２０
襲
領
）

卒
業
年
度
別

（
敬
称
略
）

聴妙醜紳　　　　　　一韓２‐　離帥能靭

大
野
福
治
　
　
　
　
　
　
一
高
３
　
田
島
栄
作

・
秋
山
芳
子

小
林
雅
十
　
　
　
　
　
　
一
高
４
　
関
根
克
司

・
池
田
敬
子

佐
藤
薩
子
　
　
　
　
　
　
一
高
５
　
山
田
糞
明

野
田
愛
子
　
　
　
　
　
　
一
高
６
　
船
戸
鏡
聖

・
柴
崎
武
治

蕊名名窮甘甘

！
高
７
　
井
上
章
吾

・
鷲
宮
滋
子

高
＝
　
木
村
ち
よ

・
北
川
　
茂

・

柳
紀
雄

・
粕
谷
桂
子

・
常
本
敬
司

。
星
蟹

一一部

・
福
島

豊

・
重
野

光
行

・
宮
関
元

・
深
町
和
男

・
贈

端
晴
江

・
川
日
悦
子

・
細
野
房
江

・
塩
原
朋
代

・
小
暮
紀
美
子

・
小

暮

一
弘

・
北
原
俊
手

高
１２
　
白
石
　
正

・
竹
井
静
江

・

武
藤
庸
子

・
塚
本
た
き
子

・
千
島

の
り

・
二
須
弘
二
朗

・
中
村
多
美

子

・
塩
原
穣
二

上
白
橋
王
子

・
谷

本
洋
子

・
稲
山
鶴
代

高
１３
　
横
堀
洋
子

・
茂
本
秀
夫

・

井
田
紀
洋

・
土
岐
君
子

・
岡
根
正

雄

・
宮
田
典
雄

・
石
原
悦
子

・
田

島
美
智
子

・
秦
　
静
子

高
１４
　
中
原
幸
子

・
戸
谷
洋

一
郎

・
入
　
利
雄

・
茂
木
勝

一
郎

・
松

本
洋
子

・
戸
森
清
子

・
大
塩
都
代

子

・
富
田
英
夫

・
塩
原
　
勝

・
塩

原
尚
枝

‘
中
原
き
み
子

・
深
澤
儒

一
・
小
暮
勝
良

・
菊
地
　
隆

・
並

本
初
江

。
伊
倉
且
典

・
金
井
由
美

子高
‐５
　
大
木
忠
孝

。
江
原
徳
江

・

小
川
圭
子

・
吉
回
真
紀
子

・
横
関

洋
子

ｔ
畑
中
利
子

・
坂
本

潔

。

塚
間
洋
子

・
大
沢
秀
男

・
福
島
道

！

夫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

高
１６
　
宮
本
幸
子

・
山
田
和
彦

・

小
林
玉
横

高
１７
　
小
沢
鋭
男

・
石
川
衛
之

・

替
沼
悦
子

・
高
橋
脩
也

・
斎
藤
収

弘

・
杉
上
　
昇

。
野
沢
光
子

高
１８
　
伊
久
間
邦
夫

・
早
川
慎

一

郎

。
井
上
窟
美
枝

。
金
子
房
枝

・

岩
上
雅
作

・
鈴
木
章
二

・
門
倉
実

昌支

部

役

員

本

部

役

員

△
パ
　
長
　
岡
　
祐
孝

副
会
長
　
立
川
大
作
、竹
並
栄

一

橋
爪
茂
夫
、
関
回

一
部

吉
閣
建
治
、
高
木
敏
子

竹
内
溝
四
郎

（教
頭
）岩
田
　
淳
、荻
原
甚
二
郎

△
ム
　
計
　
一舛
谷
金
克
、
江
原
清
吉

監

事

斎
藤
瀬
人

内
野
ヨ
シ
ユ

顧
　
聞
　
塩
原
英
雄
、
持
圏
直
次

（液
長
）
高
山
　
晃

（支
部
長
）

立
川
　
大
作
　
中
９

栗
村
　
龍
男
　
中
１６

竹
並
栄

一
部

併
中
２

中
圏
　
脩

一　

中
１９

境
野
　
　
登
　
一凸
２

町
田
　
一
徳
　
一品
５

鈴
木
　
清
司
　
中
２．

松
本
　
敬

一　

定
１

飯
野
　
利
衛
　
中
１９

村
田
敬
次
郎
　
中
２２

坂
本
　
敬
信
　
中
乾

井
上
　
畠
幸
　
中
２２

内
藤
　
　
明
　
高
３

荻
野

　

浦
　
中
８

橋
本
　
　
顧
　
中
２。

戸
塚

泰
和

中
３

北
　
　
泉
　
関
倉
　
義
久
　
中
止

今
　
　
井
　
岡
芹
鶴
五
郎

中
１０

児
　
　
玉
　
吉
田
　
建
治
　
高
２

美
　
　
塁
　
奉
山
　

一
ｉｆ
一　
蔦
３

神

　

川
　
一戸
谷

久
衛

中
３

神
　
　
泉
　
新
井

従
信
　
中
路

上
　
　
里
　
荒
井
冨
次
雄
　
中
ｍ

深

　

谷

関
田
　

一
部

中
１７

寄
　
　
居
　
朝
比
奈
利
雄
　
中
９

熊
　
　
谷
　
西
村
　
茂
雄
　
中
▼

県
庁
県
南
　
一凸
橋
　
英
ｉ
　
中
２。

伊

勢

崎
　
小
此
本
董

一　

中
２３

東

　

一幕
　
や畠
圏
　
一ｉ
郎
　
中
４

本
座
市
役
所

黒
田
　
達
雄
　
走
２

エ
ー
ザ
イ
　
奉
闇
　
伸
康
　
一申門
５

沖

電

気
　
小
沢
　
徹
之
　
高
驚

新

　

町
　
山
田
　
仁

一　

中
１４

仁 藤 朝 諏 末 商 照 台 本 七 上 仲 泉 宮 本旭
手囲路訪広欝若町町部町町町本馨
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